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知的障害児者地域生活支援センター
相談員　越野 緑さん

相談からみる
大津市の障がい児・者のくらし

　講師は、知的障害児者地域生活支援センターの相談員である越野

緑さんで、障がいとは何かということ、環境が変われば障がいは障

がいではなくなるということ、地域で暮らす障がい者がかかえる問

題などについて、具体的にわかりやすくお話してくださいました。

自閉症の人たちの物の見え方がわかるように、ペットボトルをのぞ

いてみるなどの疑似体験は、障がいをかかえる人たちについて、自

らの問題として考えることができる機会になりました。

 　また、障がい者の暮らしを支える公的なサービスはあるけれども、

それだけでは対応しきれない、仲間作りや日常のちょっとした手助

けなどについて、地域エンパワねっとで取り組むことができるので

はとのアドバイスもいただきました。　　　( 担当教員：高松 智画 )

街の記憶を保存すること
　　

　大津市社会福祉協議会の井ノ口浩士さんと奥村寛之さんから、「大

津市における地域課題～地域福祉の現場から～」と題してお話して

いただきました。まず最初に、大津市の年間出生者数と死亡者数、

転入者数と転出者数などのクイズで、大津にぐっと関心を寄せるこ

とが出来ました。その後、大津市社協が地域福祉の推進を目指して、

多くの事業を展開なさっていることを映像で見せていただきました。

その事業は、子ども、子育て、障がい者、高齢者、ゴミ屋敷や就労

支援など、生活にまつわるあらゆる相談事業や権利擁護事業に及ん

でいます。「一人の困りごとを地域の課題に」するための先駆的な働

きを展開なさっていることを学びました。　（担当教員：西川 淑子 )

〒520-2194　滋賀県大津市瀬田大江町横谷1-5　
龍谷大学瀬田キャンパス内　大津エンパワねっと（2-202教室）
TEL:077-543-7691 　FAX:077-543-7615
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　　 龍谷大学「大津エンパワねっと」は学生と地域が

　　協働してまちづくりに取り組むプログラムです。

×
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2016 年 1 月 17 日 ( 日 ) 13:20~15:50 頃

NEWS 報告会を開催します STEP 3

（受付／ 13：00 ～）

2015 年度
地域エンパワねっと Ⅱ

報告会のご案内
　龍谷大学「大津エンパワねっと」は、学生と地域が協働して

まちづくりに取り組むプログラムです。今回は、2015 年 4月

より活動しているエンパワねっと 8期生が地域の皆さんと 1年

かけて取り組んできた成果を報告いたします。地域の皆さんと

ともに「課題発見→解決→共有」してきた内容を再確認し、

”学生力 ”と ” 地域力 ” を相互に高めあいながら地域社会がより

元気になるための土壌づくりができればと願っております。

たくさんのご参加をお待ちしております。

  【日時】

【会場】

<参加費> 無料          
<対    象> まちづくりに関心のある方や学生

↑授業で学生たちが発表する様子

駐車場

REC

守衛所

８号館

■ 会場MAP ■

会場

至  JR「瀬田」駅

※大学と地域をつなぐ特別講義Ⅱ･･･2016 年度前期からはじまる「地域エンパワねっとⅠ・Ⅱ」に向けての事前学習授業。
　　　　　　　　　　　　　　　  　大津市瀬田東学区と中央地区で地域活動をされている方々を市民ティーチャーとしてお招きし、開講しています。

　第３回特別講義Ⅱは、コミュニティマネジメント学科１年生の必
修科目「コミュニティ論」で株式会社Ｌｏｃａｌ　Ｄｅｖｅｌｏｐ
ｍｅｎｔの福本正馬さんを迎えて開催され、123名 が受講しました。
　福本さんは学生にとって身近な大学生活の話題から始め、卒業後
の地方銀行勤務の経験、そしてその後のフェアトレードなどの国際
的事業への関わり などさまざまな経験についてエピソードを共有
されました。各場面で自分に合うこと・合わないことを発見しなが
ら常にフットワーク軽く動き続けてきた福本さんの生き方は、自分
とは何か悩みを深くし始める学生たちにとって、興味をひき希望を
もたらすものだったでしょう。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 担当教員：笠井 賢紀 )

地域を元気に
　~われわれができること~

株式会社 Local Development
　代表取締役　
　福本 正馬さん

2015 年度　大学と地域をつなぐ特別講義Ⅱ　開講しましたTOPICS STEP 1

学　生　た　ち　の　
S21　ball

町家で親子の交流

瀬田東の住民の防災意識を高めよう！

商店街ににぎわいを~若者を通じて~

高齢者のつながりの場づくり
子どもと地域のコラボレーション

C21　あるぷら

C23　しまじろう

C24　LA☆ふらんす

C25　いわし

S23　 蹴庭籠

S22　TAIHOO

チームNo、 チーム名、取り組んでいるテーマを掲載しています｡

C22　かのん

S24　クノール外遊びで縦と世代間の輪を作ろう！

子どもの遊び場づくり
　

未就園児ママに交流の場を

チャーリーとマナー向上
スケジュール・お知らせ

  1/27（水）：大津エンパワねっと運営委員会 （学内）
　　　　　　    大津エンパワねっとを進める会（中央地区）

12/25（金）～ 1/5（火）：大津エンパワねっと事務局　　
　　　　　　　　　　　   冬期閉室期間

月

12 1・
 12/2（水）：大津エンパワねっと運営委員会（学内）
　　　　　   大津エンパワねっとを進める会（中央地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （瀬田東学区 )

第２回
2015. 10. 15
地域・臨床
福祉学科

第４回第３回
2015. 10. 26
地域・臨床
福祉学科

2015. 10. 19
ＣＭ学科

12/14（月）：第 1回 2016 年度履修登録説明会
12:35 ～ 13:35　　　　　　　　　　　　　  　　

大津市歴史博物館
　学芸員
　木津 勝さん

大津市における地域課題
　~地域福祉の現場から~

　大津市歴史博物館学芸員の木津勝先生から、先生ご自身が手がけ
られた博物館の企画展の事例を通して「街の記憶を保続すること」
の大切さについてお話しいただきました。
　通常、博物館の展示は、学芸員が企画した展示を来館者は受動的
に観覧するだけです。しかし、木津先生が企画された古い大津の街
の写真を使った企画展では、来館者の皆さんは、古い時代の写真の
展示を見て、その写真の思い出を博物館の側に伝える工夫がなされ
ました。そうすることで、企画展が来館者参加型の企画展になった
のです。
　7期生の「地域エンパワねっとⅡ」では、チーム「まりも」が木津
先生からご指導いただき、丸野町商店街の記憶にかかわる来館者参
加型の写真展に取り組みました。木津先生、ご指導、ありがとうご
ざいました。　　　　　　　　　　　　　　( 担当教員：脇田  健一 )

エ
ン

パワ ねっと
8
期 生

※エンパワ 8期生･･･2015 年度前期から「地域エンパワねっとⅡ」に取り組んでいる学生たち（46名）です。

大津市社会福祉協議会　主査　井ノ口  浩士さん
　　　　　　　　　　　主事　奥村 寛之さん

　　

第 8期生「地域エンパワねっとⅡ」

龍谷大学 瀬田キャンパス  8 号館 103 教室

  【プログラム】（予定）
　　　  ・学生による活動発表 ・ポスターセッション  ・ 全体講評

  ※変更になる場合があります

お車でお越しの際は、
守衛所で通行許可証を
お受け取りいただき、
外から見える
位置に掲示して下さい。

12/15（火）：第 2回 2016 年度履修登録説明会
12:35 ～ 13:35　　　　　　　　　　　　　  　　


